
〇 実施日 令和４年１０月２６日（水）
〇 授業者：えびの市立上江中学校 山元 秀太
〇 校種：中学校 学年：第１学年 教科：遵法精神・公徳心 教材「ふれあい直売所」
〇 本時のねらい
「私」の心情を変化させたものを考えることを通して、自分や相手の権利や気持ちを尊重しながらき
まりを守ることの大切さに気づき、だれもが安心して気持ちよく生活できる社会づくりに貢献しようと
する実践意欲と態度を育てる。

アンケート集計期間 令和４年１１月２日（水）～１２月２日（金）まで

ＹｏｕＴｕｂｅ動画視聴回数
（令和４年１２月２日まで）

１５３回

アンケート回答者割合

① （ＩＣＴ活用に関して）児童・生徒の意欲を
高めるために効果的な活用であったか。

② （ＩＣＴ活用に関して） 児童・生徒の理解を
高めるために効果的な活用であったか。

③ （ＩＣＴ活用に関して） 児童・生徒の表現
や技能を高めるために効果的な活用であったか。

④ （ＩＣＴ活用に関して） 児童・生徒の思考を
広めたり深めたりするために効果的な活用で
あったか。

〇 今回の授業を見られて、ＩＣＴの「効果的な活用」についてご意見・ご感想等をご記入ください。
授業の目的を達成するための活用の仕方を、今後自分自身も掘り下げていきたいと思いました。
学習カードをICT化することはこれから増えていくと思うので参考になった。しかし、タイピングが苦手な生徒、書く方が
素直な考えを書ける生徒もいると思うので使い分けは必要だと感じる。
ありがとうございました。道徳でタブレットを活用したいと考えていたので、参考になりました。
ICTの効果的な活用参考になりました。ありがとうございました。
道徳は、生徒の考えを引き出す事が非常に大事な教科である。しかし、なかなか一人一人の意見を聞くことは難しい。に
もかかわらず、友達の意見を聞くことは非常に大切である。そのような中で、友達の意見を時間のあいているときに共有が
出来るのでICTは道徳の授業でも大変有効に使われていると思った。
思考や理解を深めるための活用方法が分かりました。
ロイロノーロで学習シートをＩＣＴ化することにより、机の上がすっきりして学習環境が向上しています。学習内容から
振り返りまで、1シートにまとまっているため、1時間の学習内容や理解度が一目で分かるようになっています。
動画ではグループ協議の状況があまり見られませんでしたが、ＩＣＴを活用することによって、直接対話型の協議にも深ま
りが出るとよいですね。



道徳科の授業改善は、指導者による道徳科の特質の理解、生徒指導の理解、特別支援教育の理解、人としての生き方、社
会性の深まり・広がりが必要であり、時間がかかるものだと思います。児童生徒が一見当たり前としてとらえている道徳的
価値について、ＩＣＴを活用して弾力的に、自分事としてできるだけ本音で語る場を設定することは、児童生徒の取組の改
善だけではなく、指導者の児童生徒理解につながると思います。今回の授業の御提案はそのような意味で大変意義深いもの
でした。素晴らしいお取組であったと思います。ありがとうございました。椎葉村内の学校にもぜひ紹介したいと思います。
大変参考になりました。ありがとうございました。
山元先生の感情のこもった口調での授業の進め方など、分かりやすい身近な例えがとてもよかったと思います。１点だけ。
ワークシートにあった、「過去の自分に！～きまりを守る上で・・・・～」の記入欄ですが、自分に投げかける記載になっ
ていてとてもいい工夫だと思いました。ここを「未来の自分に！」にする今後の生活で活かせて、もっと前向きになるので
は！？と思いました。いい授業を見せていただきありがとうございました。
先生の問い方、授業の進め方、話し方がとても好感が持て、先生の人間性にとても共感した。うまくICTを活用しても結局
は先生の人としての魅力がないとよい授業にならないと思います。これからも先生の人間性を高めて魅力ある教師、魅力あ
る授業づくりに励んで下さい。ICT活用に関してもさらなるチャレ
ンジを期待しています。
私は、道徳の授業で、教師側が教材を読むのではなく、できる限
り音読CDを活用するようにしていました。（教師の読み方によっ
て生徒に先入観を与えないため、授業中の余裕を持たせるため。）
ICTの活用として、音源の普及がさらにしやすくなってきたと思い
ます。読み聞かせの効果も併せて、ICTで解決できる部分はどんど
ん活用していってほしいと感じました。
離れた学校同士でも意見交換が出来るのではと思いました。あり
がとうございました。
板書も工夫されていて授業の流れが目に見えて理解でき良いと思
いました。

（回答されたアンケートをそのまま掲載しております。）

〇 その他

問いに対して生徒が自分の考えをアウトプットする手段として、ロイロノート上のワークシート、及びカードの配置・設
定等が絶妙であった。具体的には、どこに何を書く（入力）すればよいのか生徒にとって分かりやすいものになっていたこ
と、ロイロノートのカードをつなげていく機能を活用をとおして生徒が考えを広げたり深めたりできていたことが挙げられ
る。内容項目である「遵法精神、公徳心」に係る取扱いにおいて、教材内の対立する主張を板書、ワークシートの両方で構
造化して示していたこと、自分事としてとらえられるようにどちらの主張を選ぶか理由を考える場を設定していたこと、ロ
イロノートの共有機能を持ちて、学級内のいろいろな生徒の意見とふれる場を設定していたことで、道徳科の授業の充実に
必要なポイントがしっかりと網羅されていた。
〇 道徳の授業ですので、ICTを活用することで、意欲を高めたりすることは厳しいと感じましたが、理解を深める段階で、
付箋の色を使って個人学習と協働学習が行われていたところが参考になりました。
〇 振り返りの段階でロイロノートの思考ツールをうまく使われていました。
△ 時間の関係もあったと思いますが、クラスメイトの振り返りの状況（統計）が全員に共有できると、生徒自身で自分の
立ち位置がわかってよいのかもしれません。
◎ これまで、ＩＣＴを活用することが授業のリズムを崩したりする場面をよく見ていましたが、いたって普通に紙媒体の
ワークシートに入力していたところに感心させられました。日頃の指導の成果だと感じました。
リアルタイムに友達の考えや意見を知ることができる利点を活かされていた授業でよかった。ICTを活用することで生徒の
中には、文字を打つ事や操作につまづくことに意識がいき、自分の気持ちや考えと向き合う時間に集中できないところが課
題となるのでしょうかね。
ロイロノートをうまく活用して学習ノートを作っている。無記名掲示で生徒同士がスムーズに意見交換できていた。自分
の考えをなかなか発言できない生徒でも文章として表現できる。さらに、話し合いながらまとめることでさらに意見が深
まっているように感じた。ICTに頼らず、短冊を作って黒板に大きく掲示するなど、アナログとデジタルをうまく融合させて
いるところが良い。モニターはずっと残しておきたい事項を表示するには不向きです。そこを黒板を使うことで生徒に常に
提示できます。そこの使い方がとてもよかったと思います。
随所にICTを活用されての授業で、チャレンジする姿勢が素晴らしいと感じました。編集上の都合かもしれませんが、生徒
のアウトプットの時間がもう少しあると良いのかなと感じました。私は小学校籍ですから、中学校での道徳について分かっ
ていない部分もありますが、ICTを使って、意見を交わす際は、ただシートを読むのではなく、対話がそこに生まれる工夫が
必要かなと感じました。普段から積極的に活用されているのか、生徒さんの取り組みも良かったと思います。ぜひ、対話的
で深い学びになるためのさらなる工夫が見たいなと感じました。
ありがとうございました。自分の考えを基に、友達と共有しながら考えを深めることができるのでいいなと思いました。
プレゼンを使うことで、効果的な学習になっていました。
ICTを活用することで、紙媒体で資料を提示していた時よりも、いかに効率的かつ拡大された機能を生かしきるかについて
自分の授業について振り返ることができました。素晴らしい授業を見ることができ、とても参考になりました。
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